
オトタチバナヒメ 

 

 先日光透波理論の集中講座でのしめくくりに、 

「この理論の概要を学んだ人たちの次なる行動は字分けです」 

とお伝えした。そう言いながら自分は最近あまり本腰を入れた字分けをしていないという

ことに少し気恥ずかしい思いがしていた。「正に言うは易し、行うは難し」である。 

 また、光透波理論を少し学ぶと、様々なサイン（徴候、きざし、啓示現象）が来ること

も受講生に説明したが、自分にもいろいろなサインが来ていて、よくまあこれだけ頂いて

いるのに吟味検討を怠っていたものだとあきれてしまった。 

順を追って整理して行こうと思い立ったのが今日という吉日。 

 

 まず７月１７日の朝の夢。ベーダシャクティ（無尽蔵のエネルギーという意味）という

ヒーリング方法を教えてくださった桝田簧齊さん（ますだ こうせい。呼び名はコーちゃ

ん）が出てきて、これからイニシエーションを教えますとのこと。 

始めイニシエーションを２回に渡って受けた後、洗面器に満たした水に額を漬けて３０

分そのままでいるようにと指示された。３０分とは長いと思ったが、その通りにしていた。

夢だが水の感触や冷たさはちゃんと感じていた。感覚的にはまだ３０分経っていないうち

にコーちゃんから「静流さんもういいよ」と声がかかった。目が覚めてからそれだけを日

誌に書きとめて、字分けをしないで出かけてしまった。 

 

次にずっと日が飛ぶが、９月１９日に、いよのいし という人の本を読んだ。その本の

中にヤマトタケルノミコトオトの妻オトタチバナヒメノミコトの入水
1
（水に身を投げる）

の話があり、他の多くの話題の中でそのことが特に印象に残った。「究極の自己犠牲」とい

う、人間の為すことのできる最高に美しい行為だという風に受け止めたのだが、その行為

は人間以外の動物ならずいぶん多くの種族が行っている。最近では子供に餌をあたえて自

分は食べようとしない雪豹の母親の例もあるように。また自己犠牲を日常に行うことで成

り立っているのが生命体の基本的構成要素である細胞と微生物である。細胞や微生物や動

物なら普通に行っていることを人間の場合はめったにする人がいないので歴史的事象とな

るのだろう。これは何故なのか？様々に思いを巡らしながら本を読み終えた。 

  

 この５日後のこと。前日の豪雨の後の日本晴れの日の朝、ふと

．．

、三浦海岸に行きたいと

                                                   

1 父景行天皇から東征を命ぜられた日本武尊は，走水から船で上総へ渡ろうとしたが，暴風

雨に阻まれ，立ち往生してしまった。このとき，同行してきた后の弟橘媛が自ら入水して

海神の怒りを鎮め，航海の安全を図った。入水から七日後，弟橘媛の御櫛が浜に漂着し，

それを納め御陵としたのが，かつて崎の岩窟にあった橘神社にあったと伝えられる。 



思い立った。ついでに以前訪ねた観音崎周辺で昼食をしようと、同居している敏子さんを

誘った。喜んで同意した彼女は、以前行ったときには寄らなかった走水（はしりみず）神

社にも行きたいと言う。私はその神社の由来を知らなかったのだが、敏子さんの説明でオ

トタチバナヒメを祭ってあると聞き、正しくサインだと思った。 

 

それではここから字分けに入ることにする。 

 

７    １７ （１＋７＝８ハ波） 
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 秘田とは頭の中心部に位置する電磁場を指し、人間はこの「場」に「天の意」あるいは

「ことば」を受信する。額の中心の奥がその場の位置なので、よくも「ヒタイ→秘田意」

と読ませたものである。 

水は、スイ、ミズ、シとも読み、これは比類なき緻密性と正確性を持った数の法則に裏

付けられた天の詞を意味する。何故そう意味することが分かるかと言うと、宇宙の実態、

実勢、実質を直接示している「音の意味」を表している「實図」という解明のカギがある

からである。このカギは「天鏡図」とも呼ばれている。 

この水はまた天という二人の合体した至高の叡智の存在を形で直接的に表している化学

記号を持っている。すなわち「Ｈ
２
Ｏ」である。Ｈ（エイチ→叡智）が２つ、とＯ（オウ→

王、央、大を意味するほかに、ゼロ、完全循環性、終わりなく、始めなき永遠性を表して

いる。これは何かというと無限宇宙のことである。天と言う至高の叡智であるお二人が無

限宇宙そのものなのだと示されている訳である。 

さて、理想形としては「賀空」という命の波（目＋ハ）が加えられていることで生かさ

れている全生命ではあっても、自己犠牲はできないのが人間である。何故かというと「我」

があるからで、これによって人間はまた苦しんでもいる。無心に全体を生かす為の行動を

とっている生物達と異なるのが人間の持つ「自我意識」という障壁なのだと言える。 

ここまでが７月１７日という日の朝の啓示の意味として受け止めたものとなる。シチ→

詞という智慧は名という命に必ず示されているのだということを教えてくださっている日

に見た夢の解析の一部である。 
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次に「走水神社」の字分けをしてみる。水（詞、数意）が走っている。最高速度なら絶

対止速で「光透波」を意味する。それより遅い速度なら相対的な水で人間はこの相対速度

の存在である。つまり至高の叡智ではないという意味。この神社に祀られているのがオト

タチバナヒメ、自己犠牲の代名詞みたいな人物である。音に秘められている意味を探って

みると以下のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前段の解析の内容そのままみたいな文字が並んだ。人間としての理想形のような人の祀

られている神社が「走水」に位置していて、しかもその神社には何と次なる不思議な物体

が置かれていたのだ。 

 水雷である。水雷を物体と思って見るのは通常の概念による考え方だが、光透波理論を

念頭に置いて検証すると、 

水は雷（カミナリ→神也）となる。雷とは雨

（アメ→天）の田（電磁場）を指す。地上の相

対速度の物質や人間の体、そこに閉じ込められ

ている人間の意識などのような拘束された電

磁場ではなく、絶対止速の電磁場を意味するの

が雷という文字で、それに水がついているもの

が神社にデンと据えられていたのだ。 

9 月 25 日 13 時 31 分に水雷を見た。 

左の写真は概念である水雷。 

 

ハシリミズ→波詞理實図という場所にある水雷が、詞は天の電磁場で、それが真の「神」

の実態、実勢、実質であると受け止めた。ちなみにその日は日本晴れの上天気で始まり、

観音（音を観る）崎の海辺のレストランで輝く水面に立つ金波、銀波の景観を楽しんで、

食事をして、神社に詣でた後に帰宅したのだが、私たちが三浦半島を去ったのち、大豪雨

が始まり、あまりの豪雨の強さに土砂崩れが起き、線路がふさがって、京急線が普通にな

ってしまったのである。水は神でもあるが、地上ではこのように災害も起こすものなので

ある。天と地の生活の相違を象徴していると感じた。 
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